ニーズから15回を組む コース設計ワークシート
コース：______________________________　　　目標とする会議・活動：______________________________
授業運営上のwants：会議で何らかの成功を収める。
1　会議・活動で必要なことを、can-doに分ける
ニーズ分析で見えた場面・役割から、優先するものを記入します。必要に応じて行を追加してください。
	活動に必要な背景知識・調査テーマ（必要な場合）




	項目
	場面・役割／必要なcan-do（necessities）
	学習者が今できること／足りないこと（lacks）
	支援があればできるか
（支援方法）
	優先度
練習プラン

	A
	
	
	□可能 □一定程度 □不可 □不明
□AI □資料 □人 □他
	□高  □中  □低
練習プラン：

	B
	
	
	□可能 □一定程度 □不可 □不明
□AI □資料 □人 □他
	□高  □中  □低
練習プラン：

	C
	
	
	□可能 □一定程度 □不可 □不明
□AI □資料 □人 □他
	□高  □中  □低
練習プラン：

	D
	
	
	□可能 □一定程度 □不可 □不明
□AI □資料 □人 □他
	□高  □中  □低
練習プラン：


使う支援と、その支援のもとでできる見通しを選び、練習プランを記入します。
CEFRの目安（任意）：A ____________　B ____________　C ____________　D ____________
[bookmark: OLE_LINK2]例：相手の提案を聞いて賛否と理由を返せる｜準備した賛否は言えるが、相手の発言を受けた応答は固まる｜支援を使えば一定程度可能にチェック｜高：必要な会議表現を事前に学び、授業では、模擬演習で短い応答を繰り返す。
準備で使える支援：________________________　会議・活動中に使える支援：________________________
2　15回の授業に割り振る
背景知識とA～Dは複数選択可。次回までの課題は次回の「授業外の準備」に記入します。授業内の活動には知識の説明とその後の活動を書き、RACOに丸を付けます。
	回
	扱う内容（複数可）
	RACO
	授業外の準備（調査・資料／原稿）
	授業内の活動（知識の説明・練習・発信・協働）
	確認する行動・成果物

	1
	知識  A  B  C  D
	R  A  C  O
	
	
	

	2
	知識  A  B  C  D
	R  A  C  O
	
	
	

	3
	知識  A  B  C  D
	R  A  C  O
	
	
	

	4
	知識  A  B  C  D
	R  A  C  O
	
	
	

	5
	知識  A  B  C  D
	R  A  C  O
	
	
	

	6
	知識  A  B  C  D
	R  A  C  O
	
	
	

	7
	知識  A  B  C  D
	R  A  C  O
	
	
	

	8
	知識  A  B  C  D
	R  A  C  O
	
	
	

	9
	知識  A  B  C  D
	R  A  C  O
	
	
	

	10
	知識  A  B  C  D
	R  A  C  O
	
	
	

	11
	知識  A  B  C  D
	R  A  C  O
	
	
	

	12
	知識  A  B  C  D
	R  A  C  O
	
	
	

	13
	知識  A  B  C  D
	R  A  C  O
	
	
	

	14
	知識  A  B  C  D
	R  A  C  O
	
	
	

	15
	知識  A  B  C  D
	R  A  C  O
	
	
	


3　選んだ回の活動を具体化する
15回の一覧から、詳しく準備したい回を一つ選んで記入します。必要な回だけ、このページを複製して使います。
第 ______ 回　扱う内容（丸で囲む）：背景知識　A　B　C　D　　RACO（必要な場合に丸で囲む）：R　A　C　O
	この回で目指す一歩
	学生が「何をできるようになるか」を一つ書く：

	題材・資料
	扱う範囲と資料。意見の違いを扱う場合は、その争点：

	授業外の準備
	学生が事前に調べること、読んでくること、用意するもの：

	授業内の活動
	知識の説明：
学生が行う練習・対話：

	支援の使い方
	準備中：□AI　□資料・辞書　□人　□その他　　活動中：□AI　□資料・辞書　□人　□その他
使い方・条件：

	確認と次回への接続
	この回で見る発言・行動・成果物：
次回の準備物・続けて練習すること：


記入例：決議案の一文を検討する回
項目B「相手の提案を聞き、変更案を一つ伝えられる」を練習します。事前に短い条文と二つの立場を読み、授業では語句を一つ選んで変更案を話し合います。資料・辞書は確認に使い、発言や変更案を見て次の練習を決めます。
